










































































































検討した v。2018 年４月から 2019 年３月の間に、
二段階のスーパービジョン実施体制で施設での導
入を試みた（図２）。
（１）事前対応的スーパービジョン導入の検討
・施設内スーパービジョン状況の確認・振
り返り（ポジショニング、スタッフ、実
践状況、ニーズなど）
・管理職のセルフアセスメント（管理職の
もつ視点・力量など）
・事前対応の必要性、状況予測や徴候把握
の意識化（施設スーパービジョン対応事
例をとおして）
（２）施設における事前対応的スーパービジョ
	 ンの試行
・施設における事前対応的スーパービジョ
ン試行のメンターへの報告
・事前対応的スーパービジョンの振り返り、
成果の確認
（図２）スーパービジョン実施体制
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本研究は、日本社会福祉学会研究倫理指針、日
本社会事業大学研究倫理規範に基づいて行った。
３．結果
二段階のスーパービジョンを実施したプロセス
と結果は以下のとおりである。
第一段階のメンターによる管理職向けのスー
パービジョン場面では、事前対応的スーパービ
ジョンの導入について検討した。まず施設内スー
パービジョンの状況を振り返った。管理職 2名の
ポジショニングは、福祉施設ソーシャルワーク部
門、社会福祉法人に責任をもつ福祉職管理者であ
る。各所属組織には職員研修体制があり、日常対
応的なスーパービジョンが行われている。また必
要時には管理職がスタッフから相談に応じる体制
があり、問題対応的スーパービジョンが行われて
いる。次に施設内で行われた過去のスーパービ
ジョン対応事例をとおして、事前対応の必要性、
状況予測や徴候把握の意識化について話し合っ
た。管理職としてできることは、実践上の課題の
把握や見積もりのために、スタッフには企画、計
画の段階で確認する機会をもち、準備をしておく
ことが挙げられた。
第二段階の施設内スーパービジョン場面におい
て、管理職からスタッフに向けて事前対応的スー
パービジョンを試行したところ、以下のような内
容が含まれていた。
・業務計画、業務実施状況について、スタッフ
から管理職にあらかじめ報告、相談しておき
たいことを確認する
・スタッフに業務計画について、内容やそのね
らいを確認し、承認する
・実施にあたって考えられる課題や心配なこ
と、不安なことを確認する
・実施状況、プロセスをその都度確認する
・実施後に、評価、ねぎらいを示す
これらの状況は、月に 1回程度、メンターと管
理職とで振り返りを行い確認された。管理職が主
体的に業務計画の確認、承認をしなければならな
いと認識できた。一方で事前の確認事項をスタッ
フの心配ごとや課題に集中すると、管理職への依
存が高まることもわかった。これらをとおして、
管理職のスーパーバイザー役割意識が強化された
ことが確認できた。
４．考察
福祉施設における事前対応的スーパービジョン
の特徴について、施設における従来のスーパービ
ジョンのあり方と比較し考察する。
従来の日常対応的スーパービジョンは、職員研
修を中心に行われていた。業務上では、スタッフ
ミーティングや申し送りなどをとおして、管理職
がスタッフの特性に応じて教育やサポートが行っ
ていた。すなわちスーパービジョンの教育的機能、
支持的機能があった。
また従来の問題対応的スーパービジョンは、ス
タッフから管理職への相談体制を中心に行われて
いた。問題が発生したり、業務遂行が難しい状況
になったときは、スタッフから管理職にスーパー
ビジョンを要請していた。スーパービジョンでは、
管理職がスタッフとともに対応策や解決策を話し
合い、スタッフへのサポートが行われていた。す
なわち危機介入に焦点をあてたスーパービジョン
の管理的機能、また対応したスタッフへの支持的
機能があった。
これらと比較して、事前対応的スーパービジョ
ンは、管理職は業務計画を確認し、問題につなが
るような徴候を把握、予測するという点に特徴が
ある。すなわちリスク管理に焦点をあてた管理的
機能に重点が置かれていたといえる。日常対応的
スーパービジョン、問題対応的スーパービジョン
では、部署内のスーパービジョン体制の有用性は
認められるが、組織に対して早期対応策を求め、
リスク管理を強化するといった点では限界があ
る。その点、事前対応的スーパービジョンでは、
管理職が日常業務から様々な情報を集約し、徴候
把握や課題予測のできる立場を十分活用し、福祉
組織におけるスーパービジョン体制の意義を高め
ると考えられる。
－ 92 －
５．結論
本研究では、福祉施設での事前対応的スーパー
ビジョンを試行した。管理職による事前の業務計
画の確認が、実施するスタッフにとっては業務行
動の自覚、成果の見積もりをもつことになり、業
務の保証につながる。同様にメンター（管理職の
スーパーバイザー）による管理職向けのスーパー
ビジョンも、管理職業務をバックアップすること
になる。ひいては事前対応による福祉組織のリス
ク減少を図ることにもつながると考えられる。つ
まり福祉施設の業務遂行を確実にし、実践の質を
担保するために、福祉職管理者による事前対応的
スーパービジョンを導入する意義が高いと考え
る。
本研究は管理職２名とメンター１名によるとり
くみであり、福祉施設のスーパービジョンを一般
化するには限界性がある。今後もスーパービジョ
ン実践を重ね、事前対応的スーパービジョン概念
の精緻化を図っていくことを研究課題としたい。
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